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能
楽
の
獅
子
舞
に
は
、
本
式
に
、
赤

頭







に
獅
子
口









の
面





を
つ
け
て
出
る
石

橋







と
、
望
月






や
内
外
詣








の
や
う

に
、
仮
面
の
代
り
に
扇
を
か
づ
き
、
赤
頭
を
つ
け
る
の
と
が
あ
る
。
現
実
の
獅
子
と
し
て
出
て
来
る
の
が
石
橋

で
、
獅
子
芸
で
世
を
渡
る
芸
能
者
の
役
を
勤
め
る
場
合
、
扇
を
つ
け
て
出
る
訣
な
の
で
あ
る
。
小
沢
刑
部









・
伊

勢
の
神
主
な
ど
は
、
望
ま
れ
て
世
間
の
獅
子
芸
能
を
舞
ふ
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
歌
舞
妓
所
作
事
の
獅
子
舞
で
、
石
橋
う
つ
し
で
あ
り
な
が
ら
、
扇
に
牡
丹
を
つ
け
、
赤
頭
で
舞
つ

た
も
の
ゝ
多
か
つ
た
の
は
、
見
当
違
ひ
で
あ
る
。
本

行







ら
し
く
為
立
て
直
し
た
連
獅
子
・
鏡
獅
子
の
類
は
、

石
橋
物
ら
し
い
姿
に
還
つ
た
訣
で
あ
る
。
だ
が
石
橋
は
法
被
半
切









な
ど
言
ふ
姿
で
、
首
か
ら
下
は
全
く
の
人
で

あ
る
。
だ
が
、
能
楽
以
前
は
、
石
橋
系
統
の
獅
子
舞
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
胴
体
も
四
つ
脚
も
、
や
は

り
獣
類
の
姿
を
模
し
た
も
の
だ
つ
た
ら
う
。
能
の
獅
子
へ
来
る
一
つ
前
の
形
は
、
延
年
舞
の
中
に
あ
つ
た
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
趣
向
の
石
橋
に
並
行
し
て
ゐ
る
の
は
、
延
年
小
風
流
の
「

声
明
師
詣
清
凉
山
事
























」
と

言
ふ
曲
で
あ
る
。
奥
州
出
の
僧
一
人
、
声
明
研
究
の
為
に
都
へ
上
る
。
又
一
人
の
僧
、
こ
れ
と
道
で
遇
ふ
。
其

志
を
聞
い
て
、
そ
れ
な
ら
一
層
本
元
の
唐
土
の
五
台
山
、
清
凉
山
へ
渡
つ
た
が
よ
い
と
言
ふ
。
奥
州
の
僧
、
な

る
程
昔
寂
昭
法
師
　
　
大
江
定
基
　
　
も
其
山
へ
参
詣
し
て
、
種
々
不
思
議
を
見
た
と
聞
い
て
ゐ
る
。
案
内
し

て
く
れ
、
お
伴
し
よ
う
、
と
言
ひ
出
す
。
や
が
て
清
凉
山
に
達
す
る
。
こ
ゝ
は
文
殊






の
浄
土
だ
。
法
号
を
唱
へ
、

祈
念
せ
よ
と
言
ふ
。

　
　
笙
歌
遥
に
聞
え
候
　
孤
雲
の
上
。
是
は
聖

衆







の
来
迎






か
。
ま
の
あ
た
り
な
る
奇
特
か
な
。
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と
あ
る
。
寂
昭
の
作
と
言
は
れ
た
詩
の
一
部
だ
が
、
石
橋
の
中
入
前
に
も
、
こ
れ
に
似
た
文
が
あ
る
。

能
な
ら
、
後
じ
て
と
言
ふ
風
で
、
そ
こ
へ
文
殊
菩
薩
獅
子
に
乗
つ
て
、
脇
士
二
人
を
従
へ
て
出
る
。
汝
等
の
志

に
め
で
ゝ
現
れ
、
声
明
の
秘
曲
を
授
け
給
ふ
、
と
言
ふ
。
旅
の
僧
、
こ
の
つ
い
で
に
、
極
楽
の
歌
舞
の
曲
を
見

せ
給
へ
、
と
願
ふ
。
心
安
い
こ
と
。
そ
れ
で
は
見
せ
て
や
ら
う
と
言
つ
て
、
囃
し
に
な
る
。

霊
山
を
訪
ふ
と
い
ふ
曲
ば
か
り
多
い
延
年
舞
の
事
だ
か
ら
、
此
外
に
も
、
寂
昭
法
師
が
清
凉
山
で
不
思
議
を
見

た
こ
と
を
作
つ
た
も
の
が
あ
つ
た
事
は
、
想
像
し
て
不
都
合
で
な
い
。
天﹅
台﹅
山﹅
の﹅
石﹅
橋﹅
を
見
て
記
録
を
作
つ
た

の
は
、
成﹅
尋﹅
律﹅
師﹅
だ
つ
た
の
だ
が
、
其
を
延
年
を
作
つ
た
何
寺
か
の
僧
が
、
色
々
な
点
で
錯
覚
を
ま
じ
へ
た
も

の
だ
ら
う
。
延
年
舞
に
は
風
流





の
被

物







を
し
た
動
物
類
が
活
躍
す
る
の
で
、
右
の
文
殊
菩
薩
を
乗
せ
て
来
た

獅
子
が
、
大
い
に
狂
う
た
段
が
あ
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

石
橋
の
方
で
も
、
間
狂
言









の
仙
人
の
這
入
つ
て
後
、
し﹅
て﹅
・
つ﹅
れ﹅
で
文
殊
と
獅
子
と
が
現
れ
て
よ
い
は
ず
だ

が
、
何
時
の
間
に
か
、
獅
子
だ
け
が
は
た
ら
く
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
し
ば
ら
く
待
た
せ
給
へ
や
。
影
向






の
時
節
も
今
、
い
く
程
よ
も
過
ぎ
じ
。

と
言
ふ
語
は
、
前
じ
て
の
語
が
地
に
ふ
り
替
つ
た
の
で
あ
る
。
謡
ひ
地
よ
り
も
、
寧
、
間
狂
言
に
牽
か
れ
て
、

獅
子
の
出
る
形
に
な
つ
て
ゐ
る
。

石
橋
の
順
道
な
解
釈
か
ら
す
れ
ば
、
獅
子
が
文
殊
の
化
身
と
言
ふ
こ
と
に
な
り
さ
う
だ
。
文
殊
菩
薩
で
あ
つ
て

こ
そ
、
獅
子
の
座
に
こ
そ
直
り
け
れ
が
、
適
切
な
の
で
、
獅
子
が
獅
子
の
座
に
直
つ
た
の
で
は
、
へ
ん
て
つ
も

な
い
洒
落
に
も
な
ら
ぬ
文
章
に
な
る
。
併
、
恐
ら
く
今
日
で
は
、
も
う
さ
う
し
た
変
化
の
痕
を
辿
る
こ
と
の
出
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来
る
資
料
は
残
つ
て
居
な
い
で
、
却
つ
て
、
後
じ
て
の
輝
く
様
な
獅
子
の
姿
が
、
目
に
妥
当
性
を
持
つ
て
、
動

す
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
た
。

能
自
身
に
も
、
石
橋
系
統
以
外
の
民
俗
舞
踊
式
の
獅
子
の
あ
つ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
歌
舞
妓
の
獅
子
舞
も
、

本
流
は
石
橋
か
ら
出
た
や
う
に
見
え
る
の
も
、
さ
う
見
せ
た
ゞ
け
の
事
で
あ
る
。
牡

獅

子

牝

獅

子

の
番





　
　
交





　
　
獅
子
、
其
に
絡
む
嫉
妬






獅
子
と
で
も
い
ふ
べ
き
二
人
立



の
獅
子
、
三
人
立
の
獅
子
と
言
つ
た
形
の
石
橋
様

式
を
流
し
こ
ん
だ
も
の
が
多
か
つ
た
。

上
方
歌
舞
妓
の
立
役
の
獅
子
舞
か
ら
岐
れ
て
、
江
戸
へ
流
れ
こ
ん
だ
女
形
の
踊
り
の
獅
子
は
、
一
時
期
も
二
時

期
も
画
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
瀬
川
菊
之
丞
の
相
生
獅
子
　
　
風
流
相
生
獅
子
　
　
は
、
名
で
も
訣
る
様
に
交

ひ
獅
子
で
あ
つ
て
、
両
腕
で
使
う
た
牝

牡

の
手
獅
子
で
あ
り
、
現
に
江
戸
下
り
以
前
は
、
番
獅
子
と
言
つ
た
様

だ
。
菊
之
丞
の
第
二
曲
は
英
獅
子








　
　
通
称
枕
獅
子
　
　
で
、
其
名
を
と
つ
た
の
が
、
中
村
富
十
郎
の
英
執








著
獅
子







だ
つ
た
の
で
あ
る
。

元
々
石
橋
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
此
系
統
の
獅
子
が
、
踊
り
に
は
多
か
つ
た
。
其
外
に
、
太
神
楽
・
角
兵
衛

獅
子
を
と
り
こ
ん
だ
、
鞍
馬
獅
子
・
角
兵
衛
の
一
人
獅
子
、
勢
獅
子







の
や
う
な
二
人
だ
ち
が
あ
り
、
「
三
人
石

橋
」
の
類
は
、
三
人
だ
ち
で
あ
る
。
此
等
は
皆
石
橋
が
出
来
る
前
か
ら
、
既
に
そ
の
種
は
用
意
せ
ら
れ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。
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